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木星圏探査のためのソーラー電力セイル開発状況
Development of Solar Power Sail System for Future Jupiter System Exploration
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JAXAでは，ソーラー電力セイル技術を中心として，将来の外惑星探査で必須となる技術の実証を目的とした中型の木
星圏探査機の打ち上げを 2010年代後半に計画している．そのフロントローディングとして，小型の実証機（IKAROS）
を 2010年に打ち上げ，ソーラー電力セイルの展開技術，電力セイルによる発電技術，ソーラーセイルによる加速・航行
技術の軌道上実証に成功した．本講演では，IKAROSの成果について紹介するとともに，木星探査用ソーラー電力セイ
ルの開発状況について紹介する．
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